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み
ど
り
の
担
当
の
お
知
ら
せ

環
境
政
策
課
L
2
2
4
︲
5
8
6
6

●
緑
の
支
援
策

①
生
け
垣
設
置
補
助
金

　

緑
豊
か
で
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
公
道
沿
い
に
生
け
垣
を
新
設
す

る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

②
屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化
補
助
金

　

市
街
地
の
緑
化
推
進
と
、地
球
温
暖
化
・

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
対
策
の
た
め
、

市
街
化
区
域
内
建
築
物
の
屋
上
や
壁
面
を

緑
化
す
る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

③
保
存
樹
木
・
保
存
樹
林
指
定

　

現
代
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
樹
木
、
樹
林

を「
保
存
樹
木
」「
保
存
樹
林
」
に
指
定
し
、

保
存
の
た
め
の
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

申�

し
込
み
…
環
境
政
策
課（
本
庁
舎
五
階
）

に
事
前
相
談
し
、
①
③
＝
来
年
3
月
31

日
、
②
＝
来
年
1
月
31
日
ま
で
に
所
定

の
申
請
書
を
同
課
に
提
出

＊
補
助
金
額
・
対
象
な
ど
、
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
市
民
花
壇

　

一
定
要
件
を
満
た
す
花
壇
を
「
市
民
花

壇
」
に
指
定
し
、地
域
団
体
の
皆
さ
ん
に
、

市
か
ら
支
給
す
る
花
の
植
え
替
え
や
、
水

遣
り
・
除
草
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
市
民
の
森
指
定

　

民
有
樹
林
を
市
が
借
り
受
け
、散
策
路
・

休
憩
施
設
な
ど
を
整
備
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

●「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

　

緑
を
守
り
、
緑
を
育
て
る
取
り
組
み
に

役
立
て
る
た
め
、「
緑
の
募
金
」
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。「
緑
の
募
金
」
は
、
市
内

の
緑
化
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
山
伝
自
治
会
の
市
民
花
壇

整
備
な
ど
の
緑
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

募
金
期
間
…
5
月
1
日
㈯
～
31
日
㈪

●「
川
越
市
緑
の
基
金
」
に
ご
協
力
を

　

市
内
の
緑
化
推
進
、
緑
地
保
全
の
た
め

に
、
川
越
市
独
自
で
基
金
の
積
み
立
て
を

行
っ
て
い
ま
す
。
募
金
箱
は
、
本
庁
舎
一

階
と
五
階
に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

　

ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
つ
る
性
植

物
を
ネ
ッ
ト
に
伝
わ
せ
て
日
陰
を
作
る

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」は
、今
が
始
め
時
で
す
。

自
宅
や
職
場
で
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？　

今
年
度
は
、皆
さ
ん
の
作
っ
た「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

広
報
川
越
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
対
策

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
繁
殖
力
が
強
く
、
市
内

の
生
態
系
に
も
被
害
が
及
ん
で
い
る
た

め
、
県
と
協
力
し
て
被
害
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。
見
た
目
に
よ
ら
ず
凶
暴
で
す
。

見
つ
け
た
ら
、
む
や
み
に
近
づ
か
ず
、
環

境
政
策
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

化
学
物
質
集
計
結
果
の
公
表

環
境
保
全
課
L
2
2
4
︲
5
8
9
4

平
成
20
年
度
実
績
の
集
計
結
果

　
「
特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量

の
把
握
等
及お

よ

び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関

す
る
法
律（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
）」
で
は
、
害
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
化
学
物
質
に
つ
い

て
、
排
出
量
な
ど
を
集
計
し
て
公
表
す
る

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
届
け

出
・
報
告
の
あ
っ
た
市
内
の
化
学
物
質
の

排
出
量
な
ど
の
集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

排
出
量
・
移
動
量
は
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
に
基

づ
く
三
百
五
十
四
物
質
、
取と

り

扱
あ
つ
か
い

量
は「
埼

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
」
に
基
づ
く

四
百
九
十
九
物
質
に
つ
い
て
集
計
し
た
も

の
で
す
。
平
成
20
年
度
は
、
同
19
年
度
実

績
と
比
較
す
る
と
、
取
扱
量
・
排
出
量
・

移
動
量
は
全
て
減
少
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
実
績
の
届
け
出
な
ど

　

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
一
定
要
件
を

満
た
す
事
業
者
は
、
事
業
所
ご
と
に
次
の

方
法
で
届
け
出
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
に
基
づ
く
「
化
学
物
質
の

排
出
量
及
び
移
動
量
」
の
届
け
出

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
磁
気
デ
ィ
ス
ク
・

書
面
の
い
ず
れ
か
。

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
届
け
出
を
す

る
場
合
に
は
、
事
前
に
「
電
子
情
報
処
理

組
織
使
用
届
出
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

●	

条
例
に
基
づ
く「
化
学
物
質
の
取
扱
量
」

の
報
告

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ま
た
は
書
面
の
い

ず
れ
か
。

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
報
告
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
可
能
で
す
。
事

前
の
届
け
出
は
不
要
で
す
。

提�

出
方
法
…
6
月
30
日
㈬（
必
着
）ま
で
に

〒
3
5
0
︲
8
6
0
1
川
越
市
役
所

環
境
保
全
課（
本
庁
舎
五
階
）に
持
参

（
郵
送
可
）

化学物質の排出量・移動量等
集計結果（平成20年度実績）　　　　　　　����（単位＝ｔ／年）

排出量 移動量 排出量・移動量合計 取扱量
川越市 364 288 652 46,898
埼玉県 9,274 8,267 17,541 704,353
全国 199,195 200,814 400,008 －

排�出量＝事業所から大気や公共用水域などの環境中へ、排出された
化学物質の量
移�動量＝廃棄物や下水として事業所の外へ移動した化学物質の量
取�扱量＝事業所で使用・製造などした化学物質の量
＊端数処理のため、合計値が異なる場合があります。
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市
政
に
ゅ
う
す

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

保
健
・
健
康

施
設
情
報

浄
化
槽
に
補
助
金
を
支
給

環
境
保
全
課
L
2
2
4
︲
5
8
9
4

　

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
・
維

持
管
理
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　

公
共
下
水
道
認
可
区
域
・
流
域
下
水
道

認
可
区
域
・
農
業
集
落
排
水
事
業
の
実
施

決
定
区
域
以
外
の
方
が
対
象
で
す
。

①�

住
宅
の
新
築
・
建
て
替
え
・
増
改
築
に

伴
い
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

補
助
金
額
…
十
人
槽
以
下
＝
十
二
万
円

②�

既
存
住
宅
の
浄
化
槽
設
置
工
事
の
み
を

行
う
場
合

補�

助
金
額
…
五
人
槽
＝
四
十
四
万
四
千
円

▼
六
･
七
人
槽
＝
五
十
一
万
三
千
円

▼
八
～
十
人
槽
＝
六
十
四
万
八
千
円

③�

②
に
併
せ
て
行
う
既
存
単
独
処
理
浄
化

槽
な
ど
の
処
分
費
補
助

　

工
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

補
助
金
額
…
六
万
円

●
家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理

　

適
正
な
維
持
管
理（
法
定
検
査
・
保
守

点
検
・
清
掃
）を
行
っ
て
い
る
、
下
水
道

処
理
区
域
以
外
の
方
が
対
象
で
す
。
申
請

期
間
は
、
保
守
点
検
最
終
日
か
ら
三
か
月

以
内
ま
た
は
、
来
年
3
月
18
日
㈮
の
い
ず

れ
か
早
い
日
ま
で
で
す
。

補�

助
金
額
…
五
人
槽
＝
一
万
五
千
円
▼
六

人
槽
＝
一
万
六
千
円
▼
七
人
槽
＝

一
万
七
千
円
▼
八
人
槽
＝
一
万
八
千
円

▼
九
人
槽
＝
一
万
九
千
円
▼
十
人
槽
＝

二
万
円

＊
法
定
検
査
と
は
、
県
の
指
定
機
関（
㈳

埼
玉
県
環
境
検
査
研
究
協
会
）が
行
っ
て

い
る
検
査
で
す
。

石
綿
に
関
す
る
お
知
ら
せ

環
境
保
全
課
L
2
2
4
︲
5
8
9
4

石
綿
の
除
去
な
ど
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

建
築
物
・
工
作
物
の
解
体
や
改
修
工
事

の
際
は
、
事
前
に
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）使

用
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
が
必
要
で
す
。

建
築
物
・
工
作
物
に
石
綿
の
使
用
が
判
明

し
、対
象
と
な
る
工
事
を
行
う
場
合
に
は
、

大
気
汚
染
防
止
法
で
届
け
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
綿
の
除
去
な
ど
に
は
、
専
門
的
な
技

術
が
必
要
で
す
。
専
門
業
者
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

対�

象
の
建
築
材
料
…
吹
付
け
石
綿
、
石
綿

を
含
有
す
る
断
熱
材
、
保
温
材
、
耐
火

被
覆
材

対�

象
の
作
業
…
対
象
の
建
築
材
料
が
使
用

さ
れ
て
い
る
建
築
物
、
ま
た
は
工
作
物

に
お
け
る
全
て
の
解
体
作
業
や
改
造
・

補
修
作
業

届�

け
出
者
の
義
務
…
作
業
場
所
の
隔
離
や

作
業
内
容
の
掲
示
な
ど

届�

け
出
…
工
事
の
十
四
日
前
ま
で
に
環
境

保
全
課（
本
庁
舎
五
階
）

＊
石
綿
ス
レ
ー
ト
な
ど
の
非
飛
散
性
石
綿

含
有
建
材
の
除
去
な
ど
を
行
う
場
合
、
届

け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
湿
潤
化

な
ど
の
石
綿
飛
散
防
止
対
策
を
実
施
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

大
気
中
の
石
綿
濃
度
調
査
結
果

　

下
表
の
地
域
で
調

査
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
考
基
準
で
あ

る
大
気
汚
染
防
止
法

の
石
綿
製
品
製
造
工

場
の
敷
地
境
界
基
準

と
比
較
し
て
、
十
分

低
い
値
で
し
た
。

調�

査
期
間
…
夏
期
＝

昨
年
8
月
19
日
～

21
日
▼
冬
期
＝
昨

年
12
月
14
日
～
16

日
調�

査
方
法
…
石
綿
に

係
る
特
定
粉
じ
ん

の
濃
度
の
測
定
方

法
・
ア
ス
ベ
ス
ト

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
！

環
境
保
全
課
L
2
2
4
︲
5
8
9
4

保
健
予
防
課
L
2
2
7
︲
5
1
0
2

　

5
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
晴
れ
て
日

ざ
し
が
強
く
、
風
が
弱
い
日
に
は
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
す
る
と
、
目

が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
の
ど
が
痛
く
な
る
な

ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
市
か
ら
の
発
令
情
報
の
お
知
ら
せ

●
防
災
行
政
無
線

　

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て
、
注
意
報
な

ど
の
発
令
・
解
除
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
看
板
の
掲
示

　

市
内
の
主
な
公
共
施
設
で
看
板
を
掲
示

し
、
発
令
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
県
か
ら
の
発
令
情
報
の
お
知
ら
せ

●
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
応
答
サ
ー
ビ
ス

　

0
4
8
︲
8
5
7
︲
7
1
0
0

●�

県
大
気
環
境
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯

サ
イ
ト
で
の
情
報
提
供
、
電
子
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス

■
注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら

●
野
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
る

●�

目
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
屋

内
に
入
る

●�

乳
幼
児
や
お
年
寄
り
の
方
は
被
害
を
受

け
や
す
い
の
で
特
に
注
意

●�

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
抑
制
の
た

め
、
自
動
車
の
使
用
を
控
え
る

■
健
康
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら

●
洗
眼
・
う
が
い
を
す
る

●�

洗
眼
・
う
が
い
で
良
く
な
ら
な
い
、
呼

吸
困
難
・
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が
あ

る
と
き
は
医
師
の
診
断
を
受
け
る

●�

健
康
被
害
の
状
況
を
保
健
予
防
課
ま
た

は
環
境
保
全
課
へ
連
絡
す
る

調査結果� � � � � （単位＝本／ℓ）
調査地域 夏期 冬期 年平均 参考基準

川越測定局（宮下町2丁目） 0.08 0.07 0.08
10高階測定局（砂新田1丁目） 0.06 0.08 0.07

霞ケ関測定局（伊勢原町5丁目） 0.08 0.08 0.08


